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暦
の
上
で
は
も
う
冬
だ
と
い
う
の
に
、
押
し

花
サ
ー
ク
ル
の
教
室
の
中
は
出
番
を
待
っ
て
い

る
花
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
私
が
押
し
花
と
出
会
っ
た
の
は
12
年
前
。
初

め
て
押
し
た
花
の
色
に
感
動
し
、
つ
た
な
い
作

画
で
あ
れ
作
品
が
仕
上
が
っ
た
時
は
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
、
道
を
歩
い
て
い
て
も
み
な
押
し
花

の
材
料
に
見
え
て
し
ま
う
、
そ
ん
な
喜
び
が
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
の
思
い
を
伝
え
た
く
て
毎
月
第
１
・
３
金

曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
と
午
後
７
時
か
ら
、
六

郷
公
民
館
で
サ
ー
ク
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
美
郷
の
豊
か
な
自
然
に
感
謝
し
、
そ
の

恵
み
を
少
し
ず
つ
分
け
て
い
た
だ

き
、
素
材
を
専
用
乾
燥
マ
ッ
ト
で

押
し
て
い
き
ま
す
。
四
季
折
々

の
花
や
野
の
花
・
野
菜
・
果

実
・
雑
草
ま
で
も
色
鮮
や
か
に

押
し
花
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
作
品
づ
く
り
で
は
自
由
に
、

自
分
ら
し
く
、
楽
し
く
小
物
か
ら

花
絵
額
ま
で
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
美
郷
フ
ェ
ス
タ
で
は
多
く
の
方
々
に
作
品
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
ま
た
、
六
郷
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

主
催
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
で
は
年
齢
も
さ
ま
ざ

ま
な
参
加
者
に
花
絵
額
や
葉
書
作
り
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
心
和
む
押
し
花
で
、
少
し
で
も「
仲
間
づ
く

り
」「
生
き
が
い
づ
く
り
」の
お
手
伝
い
が
で
き

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
見
て
み
た
い
、
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
時

は
気
軽
に
教
室
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
生
涯
学
習
奨
励
員
　
澤
村
　
妙
子
）

　
板
碑
は
、
死
者
の
追
善
供
養
の
た
め

に
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か

け
て
盛
ん
に
建
て
ら
れ
た
卒
塔
婆
の
一
種

で
す
。
美
郷
町
天
神
堂
地
区
で
は
、
５
か

所
で
７
基
の
板
碑
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
菅
原
神
社
境
内
に
は
３
基
の
板
碑
が
あ

り
、
向
か
っ
て
左
側
に
阿
弥
陀
如
来
碑
、

中
央
に
真
澄
永
治
碑
、
右
側
に
釈
迦
如
来

碑
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
真
澄
永
治
碑
に

は
、
阿
弥
陀
如
来
を
表
す
種
字（
キ
リ
ー

ク
）が
刻
ま
れ
て
お
り
、
種
字
の
下
に
は
永

徳
二
年
四
月
十
八
日
敬
白
と
造
立
年
月

日
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

も
、
明
治
の
中
頃
に
段
禄
塚
よ

り
菅
原
神
社
に
移
さ
れ
、
現
在

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
耳
取
伊
藤
家
に
は
種
字

（
サ
ク
）が
刻
ま
れ
て
い
る
勢

至
菩
薩
碑
、
耳
取
佐
藤
家
に
は

四
平
清
水
と
呼
ば
れ
る
寒
泉
の

中
に
あ
る
大
日
如
来
碑
、
小
出
伊

藤
家
に
は
阿
弥
陀
如
来
を
表
す
種
字（
キ

リ
ー
ク
）が
刻
ま
れ
る
赤
城
弥
陀
碑
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
小
出
藤
井
家
に
は
不
動
明

王
碑
が
築
山
の
頂
に
あ
り
ま
す
。
碑
面
中

央
に
不
動
明
王（
カ
ン
マ
ー
ン
）の
重
ね
種

子
２
字
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
不
動
明
王
の
板
碑
は
貴
重
で

県
南
に
は
こ
の
碑
と
横
手
城
に
あ
る
板
碑

の
２
基
だ
け
で
す
。

　
天
神
堂
板
碑
群
に
つ
い
て
は
、
文
政
10

年
に
菅
江
真
澄
が
小
出
藤
井
家
に
立
ち
寄

り
調
査
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
は
深
沢
多

市
氏
や
小
西
宗
吉
氏
、
近
年
で
は
佐
藤
巽

学 び の

広場

探 

を 

る 

学 
で 

ぶ 

習
学

ナビ

郷
美

文 化 財

探訪

押し花で心の安らぎを

天神堂板碑群№9

「美郷フェスタ押し花展示コーナー」「六郷中チャレンジ教室」

国道13号 

小出地区 

耳取 
地区 

菅原神社 

● 

● ● 

● 

● 

氏
が
調
査
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
美
郷
町
に
は
ま
だ
た
く
さ
ん
の
板
碑
が

あ
り
ま
す
が
、
天
神
堂
板
碑
を
一
度
訪
ね

て
見
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
町
文
化
財
保
護
協
会
仙
南
支
部藤

井
　
博
）

不動明王碑
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（中前郷／和之さん・麻由子さん）

「思いやりのあるやさしい心を
もった子に育ってね。」　

t「ほおずき」
　 　六郷 　坂本　和子

「美郷の赤ちゃん」を募集します
　あなたのかわいい赤ちゃんを「広報美郷」の紙面で紹介し、思い
出の１つとしませんか。
　なお、平成18年1月号では、平成18年11月に生まれた赤ちゃ
んの写真を募集します。
【応募方法】次の①、②をそろえてご応募ください。
　①赤ちゃんが写っている写真（１枚）
　　※裏面にご両親と赤ちゃんのお名前、赤ちゃんの生年月日、

ご住所、電話番号を記入すること。
　　※ご応募いただいた写真は、原則として返却しません。
　②ご両親（ご家族）からのメッセージ（30字以内）　※様式は自由
【締め切り】12月13日（水）

　【応募先】次のいずれかの場所にご応募ください。
●役場（六郷庁舎）町長公室 ●役場各庁舎の総合サービス課 ●美郷町のメール（info@town.misato.akita.jp）
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あなたの作品やお便りを募集します
　あなたの作品やお便りなどを「広報美郷」の紙面で発表
してみませんか。
【応募方法】次の①、②を記入のうえ、ご応募ください。
　①作品（短歌、俳句、川柳、イラスト、お便りなど）
　　※短歌等は楷書で、漢字には読み仮名をお願いします。
　②応募される方のお名前、ご住所、電話番号
【締め切り】12月13日（水）
【その他】・応募者が多数の場合は、掲載できない場合が

あります。作品は１点とします。
　　　　・作品の内容が広報掲載上好ましくないと町で

判断した場合は掲載しません。

　
　
短
　
歌
　

マ
ー
チ
ン
グ
夢
の
全
国
や
っ
た
ぞ
と
美
郷
夜
空
に
打
ち
上
げ
花
火

六
郷

鈴
木
　
久
子

け
ん

異
変
を
ば
知
ら
せ
る
如
く
鳴
く
雉
の
険
高
き
声
に
胸
騒
ぎ
お
ぼ
ゆ

六
郷

岩
田
　
　
貞

ね
た
き
り
の
母
の
オ
シ
メ
を
か
え
る
妻
そ
と
は
み
ぞ
れ
か
難
儀
を
か
け
る
ナ

六
郷

藤
本
　
　
昇

朝
霧
の
雲
な
く
晴
れ
し
青
空
に
銀
嶺
ゆ
た
か
な
出
羽
富
士
す
が
し

金
沢

北
嶋
　
カ
ネ

あ
き
さ
め

ち
ゅ
う
し
ゅ
う

秋
雨
の
そ
ぼ
降
る
仲
秋
の
明
月
に
影
は
見
え
ね
ど
枝
豆
供
う

金
沢

斎
藤
　
静
子

収
穫
を
終
え
て
し
ず
ま
る
朝
の
道
火
の
元
告
ぐ
る
鐘
の
音
ひ
び
く

金
沢
西
根

小
野
寺
龍
治

こ
う
こ
う

か
な

天
空
に
月
皓
々
と
十
三
夜
あ
や
に
輝
く
わ
が
眼
に
愛
し

畑
屋

本
間
　
精
一

年
金
は
少
な
く
な
れ
ど
来
年
も
花
を
咲
け
よ
と
バ
バ
は
種
採
る

六
郷

籠
谷
　
ミ
チ

と
　
ば

ひ

な

街
道
を
屠
場
へ
牽
か
れ
ゆ
く
身
を
知
り
て
哭
く
牛
の
声
聞
く
幼
き
日金

沢
西
根

東
海
林
甚
平

と
　
も

骨
壺
に
紙
一
枚
と
な
り
し
戦
友
六
十
年
経
ち
わ
れ
こ
の
地
踏
む

浪
花

田
沢
　
正
義

か
ら
す

連
山
の
山
道
ふ
ち
に
ゴ
ミ
捨
て
場
鴉
次
々
目
指
し
急
降
下

金
沢

坂
本
浅
次
郎

ご
こ
ち

は
く
せ
つ

祈
り
に
も
似
る
心
地
し
て
白
雪
の
鳥
海
姿
を
仰
ぎ
見
る
朝

金
沢

伊
藤
　
敏
子

　
　
俳
　
句
　

は
じ

児
の
弾
く
ウ
ク
レ
レ
聴
き
つ
り
ん
ご
む
く

金
沢
西
根

加
藤
　
省
市

ト
ン
ネ
ル
を
出
る
度
紅
葉
の
濃
く
な
り
て

金
沢
西
根

加
藤
　
栄
子

か
さ
か
さ
と
夜
の
静
け
さ
散
る
落
葉

六
郷

橋
　
ゆ
き

寺
の
門
清
寂
の
空
銀
杏
成
る

六
郷

鈴
木
　
ち
よ

返
り
花
影
置
く
名
水
あ
り
に
け
り

千
屋

戸
澤
　
陽
子

山
合
い
の
小
川
の
ほ
と
り
に
枯
葉
舞
う

上
深
井

田
中
　
重
吉

北
風
が
吹
け
ば
北
の
友
に
手
紙
書
く

畑
屋

橋
　
周
平

生
か
さ
れ
て
九
十
五
年

吾
の
花

六
郷
東
根

煙
山
　
善
吉

立
冬
に
寒
さ
も
き
び
し
く
冬
が
来
る

六
郷

塩
寺
　
栄
子

届
き
た
る
歳
暮
一
尾
の
鮭
重
き

本
堂
城
回

杉
山
　
信
一

　
　
川
　
柳
　

手
作
り
に
母
さ
ん
の
味
生
き
て
い
る

六
郷

熊
谷
　
順
子

か
ら空

元
気
一
人
で
夜
道
歩
げ
ネ
エ

飯
詰

小
林
　
耕
次

カ
ラ
ス
瓜
ひ
と
雪
降
っ
て
か
ず
を
知
る

本
堂
城
回

草
薙
　
正
仁

囲
碁
将
棋
孫
等
に
負
け
る
年
と
な
り

六
郷

奈
良
　
松
雪
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つ
　
わ

美郷の赤ち ゃ ん


